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【発表のいきさつ】

２０１９年の春に、千葉県のある病院より連
絡がありました。
病院内で疥癬の集団発生が生じ、対応に苦慮

しているとのこと。その病院には、皮膚科医は
おらず、疥癬の診断には、臨床検査技師だけが
頼りでした。
疥癬の診断における臨床検査技師の役割は

大きいと考えます。
疥癬は慣れると肉眼でも見えます。疥癬を見

つける達人の、ある女子高生の話も紹介しま
す。



【目的】
疥癬を肉眼で見つけること

平成２７年の春より、臨床検査技師さんは、
指定の講習会を受講すると、ヒゼンダニを皮膚
から採取し見つける業務もできるようになりま
した。
どこから、どのようにヒゼンダニを探すのか

が、重要となります。



【結論】

①手や足の疥癬トンネルを探します。

②疥癬は、疥癬トンネルの先端に、
微細な黒点として見えます。

疥癬は、慣れると、皮膚に寄生した状態で、肉眼で見えるようになります。
針先を用いると、ヒゼンダニを直接、採取できます。
ぜひ一度、お試しください。
コツさえ分かると、やみつきになります。ご堪能ください。

もし、疥癬でお困りの施設がありましたら、
赤穂市民病院皮膚科 和田康夫 (TEL 0791-43-3222)

まで、お気軽にご連絡ください。



ヒゼンダニの卵と雌成虫



ヒゼンダニの卵と幼虫



寄生部位ランキング（当院）
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2008年疥癬集団発生時スクリーニング調査 男１３人、女３０人



ダーモスコピー検査の特徴は？

オリンパス実体顕微鏡SZX12 ＋ニコンCOOLPIX E8400
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手指間の
疥癬トンネル



手指間の
疥癬トンネル

ダーモスコピー所見



【疥癬を見つける達人の女子高生】

女子高生が、両親とともに外来を受診した。
「わたし疥癬にかかっています。」という。
ご両親は、介護施設に勤務をしており、その施設
内で疥癬が流行っていた。ご両親も、疥癬に罹患
し、娘にもうつっていた。その２か月前に、介護
福祉者を対象に、疥癬の見つけ方の講習を行っ
た。ご両親も出席をされており、娘に、疥癬が肉
眼で見えることを話していた。娘は、自分の手に
疥癬が寄生していることに気づき、針で掘り出し
ては、セロハンテープでダニを紙に張りつけた。

皆さんは、疥癬が目で見えますか？



【女子高生が持参した、ヒゼンダニを張りつけた紙】










